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議
会
だ
よ
り
の
表
紙
は
富

山
町
の
写
真
で
す
。撮
影
し

た
日
は
と
て
も
天
気
が
良

く
、
心
ま
で
晴
れ
や
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

一
方
で
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
が
始
ま
っ
て
数

か
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば

こ
の
豊
か
な
田
園
風
景
も

あ
っ
と
い
う
間
に
失
わ
れ
て

し
ま
う
の
だ
と
、
そ
の
恐
ろ

し
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。一

日
も
早
い
終
結
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数

は
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら

推
移
し
て
い
ま
す
。６
月
議

会
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
予
算

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、ま
だ

ま
だ
長
期
的
な
対
策
が
必
要

で
す
。
引
き
続
き
、コ
ロ
ナ
終

息
に
向
け
、
予
防
対
策
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
亀
谷
優
子
）
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全国市議会議長会表彰

月森和弘 　（議員20年以上特別表彰）
大西　修 　（議員20年以上特別表彰）

中国市議会議長会表彰

清水　勝　（議員36年以上特別表彰）
石橋秀利　（議員32年以上特別表彰）
月森和弘　（議員20年以上特別表彰）
大西　修　（議員20年以上特別表彰）
林　茂樹　（議員20年以上特別表彰）
小林　太　（議員16年以上特別表彰）
松村信之　（議員16年以上特別表彰）
小川和也　（議員12年以上特別表彰）
森山明弘　（議員8年以上普通表彰）
胡摩田弘孝（議員8年以上普通表彰）
森山幸太　（議員8年以上普通表彰）

　全国市議会議長会及び中国市議会議長
会より、8名の議員と、3名の前議員が永年
の地方自治に貢献した功績により表彰さ
れました。
　6月定例会の初日に本会議場において、
議長より表彰状及び記念品の伝達を行い
ました。

永年勤続議員表彰永年勤続議員表彰
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一般会計
補正予算
（第２～3号合計）

一般会計
補正予算
（第２～3号合計） 補正額                                      3億4,895万円補正額                                      3億4,895万円補正額                                      3億4,895万円補正額                                      3億4,895万円  （一般会計総額　２38億1，607万円） （一般会計総額　２38億1，607万円） （一般会計総額　２38億1，607万円） （一般会計総額　２38億1，607万円）

主な補正内容

令和4年6月6日㈪
　　　　～6月21日㈫6月定例市議会 ６月定例市議会は、令和４年６月６日（月）～２１日（火）までの

会期で開催され、上程された議案について慎重に審議した結
果、全議案とも原案どおり可決しました。

スマートシティ推進事業
2,570万円

キャッシュレス・ポイント還元事業
（第3弾）の実施により、コロナ禍に
おける市内事業者の経済活動支援
や消費喚起を行うとともに、市内の
キャッシュレス化を推進

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】
　
　
　

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　
大
田
市
議
会
は
、国
に
対
し
、２
０
２
３
年
度
の

政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
も
勘
案
し
な
が
ら
、
歳
入
・

歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地
方
財
政
の
確
立
を

目
指
す
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

▼
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
抗

議
声
明
に
つ
い
て﹇
決
議
﹈

　
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
旨
と
す
る
ユ
ネ
ス
コ
憲

章
の
下
で
の
世
界
遺
産
・
石
見
銀
山
遺
跡
を
抱

え
る
大
田
市
と
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
強
く
抗
議
す
る
と
共
に
、
直
ち
に
停

戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
へ
の
殺
傷
や
市
街
地

の
破
壊
行
為
を
や
め
、
国
際
法
に
基
づ
く
速
や
か

で
無
条
件
の
撤
退
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

を
取
り
戻
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
抗
議
声
明
を
決

議
し
た
。

子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業 4,900万円
新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化する中で、食費等の物価
高騰等に直面する低所得の子育て
世帯に対し、児童1人あたり5万円
を給付

中心市街地活性化のため、民間主体
で取り組む事業実施に向けて行う
旧大型店舗の解体に対する支援

JR大田市駅前の旧大型店舗跡地

コミュニティ助成事業
190万円

コミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）の採択により、消防団防火装
備及び幼年消防クラブ活動備品、防
災資機材の整備

消防団防火衣

賛
成
多
数

中心市街地まちづくり助成事業
７,000万円

議
員
提
出
議
案

特
別
委
員
会
の
設
置

◆
設
置
の
目
的

　行
財
政
改
革
、自
治
体
D
X
の
推
進
及

び
新
庁
舎
建
設
を
含
む
公
共
施
設
適
正
化

に
関
す
る
調
査
検
討
、並
び
に
意
見
具
申
。

清
水
　
勝 

河
村
　
賢
治
　

松
村
　
信
之 

小
川
　
和
也
　

胡
摩
田
弘
孝 

亀
谷
　
優
子
　

和
田
章
一
郎 

清
水
　
好
　
　

柿
田
　
賢
次

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業
（住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（1世帯あたり10万円）に
  ついて支給対象を拡充し、支援措置の強化を図る）
大田市関係人口拡大事業
（来訪者による大田市の情報発信を促進する事業）
情報教育推進事業
（小中学校における電子黒板等の整備［小学校1、2年、中学校1年学級用42台］）
観光地受入環境整備事業
（観光施設トイレ改修、町並み保存地区内サイン整備等）
新型コロナウイルス感染症対策事業
（放課後児童クラブ等16施設ほか保育施設等に対し、感染防止対策を実施  
  するための消耗品・備品購入費等を補助）

そ の 他 の 補 正 補　正　額

1,240万円

1,857万円

2,071万円

2,059万円

5,686万円
●
行
革・公
共
施
設
調
査

　
　
　
　
　
検
討
特
別
委
員
会（
９
名
）



2022.7.21 （2）おおだ市議会だより2022.7.21（3） おおだ市議会だより

一般会計
補正予算
（第２～3号合計）

一般会計
補正予算
（第２～3号合計） 補正額                                      3億4,895万円補正額                                      3億4,895万円補正額                                      3億4,895万円補正額                                      3億4,895万円  （一般会計総額　２38億1，607万円） （一般会計総額　２38億1，607万円） （一般会計総額　２38億1，607万円） （一般会計総額　２38億1，607万円）

主な補正内容

令和4年6月6日㈪
　　　　～6月21日㈫6月定例市議会 ６月定例市議会は、令和４年６月６日（月）～２１日（火）までの

会期で開催され、上程された議案について慎重に審議した結
果、全議案とも原案どおり可決しました。

スマートシティ推進事業
2,570万円

キャッシュレス・ポイント還元事業
（第3弾）の実施により、コロナ禍に
おける市内事業者の経済活動支援
や消費喚起を行うとともに、市内の
キャッシュレス化を推進

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】
　
　
　

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　
大
田
市
議
会
は
、国
に
対
し
、２
０
２
３
年
度
の

政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
も
勘
案
し
な
が
ら
、
歳
入
・

歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地
方
財
政
の
確
立
を

目
指
す
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

▼
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
抗

議
声
明
に
つ
い
て﹇
決
議
﹈

　
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
旨
と
す
る
ユ
ネ
ス
コ
憲

章
の
下
で
の
世
界
遺
産
・
石
見
銀
山
遺
跡
を
抱

え
る
大
田
市
と
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
強
く
抗
議
す
る
と
共
に
、
直
ち
に
停

戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
へ
の
殺
傷
や
市
街
地

の
破
壊
行
為
を
や
め
、
国
際
法
に
基
づ
く
速
や
か

で
無
条
件
の
撤
退
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

を
取
り
戻
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
抗
議
声
明
を
決

議
し
た
。

子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業 4,900万円
新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化する中で、食費等の物価
高騰等に直面する低所得の子育て
世帯に対し、児童1人あたり5万円
を給付

中心市街地活性化のため、民間主体
で取り組む事業実施に向けて行う
旧大型店舗の解体に対する支援

JR大田市駅前の旧大型店舗跡地

コミュニティ助成事業
190万円

コミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）の採択により、消防団防火装
備及び幼年消防クラブ活動備品、防
災資機材の整備

消防団防火衣

賛
成
多
数

中心市街地まちづくり助成事業
７,000万円

議
員
提
出
議
案

特
別
委
員
会
の
設
置

◆
設
置
の
目
的

　行
財
政
改
革
、自
治
体
D
X
の
推
進
及

び
新
庁
舎
建
設
を
含
む
公
共
施
設
適
正
化

に
関
す
る
調
査
検
討
、並
び
に
意
見
具
申
。

清
水
　
勝 

河
村
　
賢
治
　

松
村
　
信
之 

小
川
　
和
也
　

胡
摩
田
弘
孝 

亀
谷
　
優
子
　

和
田
章
一
郎 

清
水
　
好
　
　

柿
田
　
賢
次

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業
（住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（1世帯あたり10万円）に
  ついて支給対象を拡充し、支援措置の強化を図る）
大田市関係人口拡大事業
（来訪者による大田市の情報発信を促進する事業）
情報教育推進事業
（小中学校における電子黒板等の整備［小学校1、2年、中学校1年学級用42台］）
観光地受入環境整備事業
（観光施設トイレ改修、町並み保存地区内サイン整備等）
新型コロナウイルス感染症対策事業
（放課後児童クラブ等16施設ほか保育施設等に対し、感染防止対策を実施  
  するための消耗品・備品購入費等を補助）

そ の 他 の 補 正 補　正　額

1,240万円

1,857万円

2,071万円

2,059万円

5,686万円
●
行
革・公
共
施
設
調
査

　
　
　
　
　
検
討
特
別
委
員
会（
９
名
）



2022.7.21 （4）おおだ市議会だより2022.7.21（5） おおだ市議会だより

いっぱん質問

全
員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の

　
運
営
に
関
し
協
議
・
調
整
を

　
お
こ
な
い
ま
す
〜

市政に対する一般質問は、6月9日、10日に行われ、11人の議員が執行部の考え
をただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（https://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

子どもの権利と尊厳を
守る社会の実現

児童生徒一人一人が
かけがえのない存在

▲６月11日　カキツバタの保全活動と水辺自然観察（山口町）〈山村留学人づくりの里運営協議会主催〉▲６月11日　カキツバタの保全活動と水辺自然観察（山口町）〈山村留学人づくりの里運営協議会主催〉

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清

水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清

水
　
勝

小

林
　
太

■市長提出議案
議案第7号　専決処分（大田市税条例の一部を改正す
る条例制定）の承認について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第8号　専決処分（大田市都市計画税条例の一部
を改正する条例制定）の承認について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第9号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第2
号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第10号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第
3号） 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第11号　令和4年度大田市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第1号） 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第12号　令和4年度大田市病院事業会計補正予算
（第1号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第13号　大田市地域振興を促進するための固定資
産税の課税免除等に関する条例の一部を改正する条例
制定について

可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第14号　大田市一般廃棄物処理施設の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第15号　大田市企業立地奨励条例の一部を改正す
る条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第16号　大田市火入れに関する条例の一部を改正
する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第17号　大田市特定公共賃貸住宅条例の一部を改
正する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第18号　大田市附属機関設置条例の一部を改正す
る条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第19号　令和4年度大田市駅前周辺東側土地区画
整理事業大正西線東側工事請負契約の締結について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第20号　令和4年度大田市駅前周辺東側土地区画
整理事業大正西一南側工事請負契約の締結について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第21号　令和4年度消防通信指令システム更新整
備工事請負契約の締結について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■議員提出議案
意第1号　地方財政の充実・強化に関する意見書の提
出について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第22号　特別委員会の設置について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第23号　ロシアによるウクライナ侵攻に対する抗議
声明について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

◇６月定例会提出議案等賛否一覧表

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等(反対、継続審査、態度保留等々）

6
月
6
日

　
・�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対

策
」
に
つ
い
て

　
・�

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
助
成
事

業
に
つ
い
て

　
・�

大
田
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
に
つ
い
て

6
月
21
日

　
・「
第
2
次
大
田
市
総
合
計
画
・
後

期
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

三瓶山自然林三瓶山自然林 石見銀山遺跡石見銀山遺跡

琴ヶ浜琴ヶ浜
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2022.7.21 （4）おおだ市議会だより2022.7.21（5） おおだ市議会だより

いっぱん質問

全
員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の

　
運
営
に
関
し
協
議
・
調
整
を

　
お
こ
な
い
ま
す
〜

市政に対する一般質問は、6月9日、10日に行われ、11人の議員が執行部の考え
をただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（https://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

子どもの権利と尊厳を
守る社会の実現

児童生徒一人一人が
かけがえのない存在

▲６月11日　カキツバタの保全活動と水辺自然観察（山口町）〈山村留学人づくりの里運営協議会主催〉▲６月11日　カキツバタの保全活動と水辺自然観察（山口町）〈山村留学人づくりの里運営協議会主催〉

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
済
状

況
に
あ
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
は

じ
め
、低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
支
援
や

子
ど
も
の
貧
困
、児
童
虐
待
な
ど
の
社
会

問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、子
ど
も
の

権
利
と
尊
厳
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。ま
た
、近
年
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
お

い
て
も
体
罰
や
不
適
切
な
指
導
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。熱
中
症
等
の
事
故
事
例

も
多
発
し
て
お
り
、市
内
小
中
学
校
及
び

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
け
る
指
導
者
向

け
講
習
会
が
重
要
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

答
弁
　
第
２
次
大
田
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、お
お
だ
健
や
か
プ
ラ
ン
や
第

２
期
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
、子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
、権
利

を
守
る
取
り
組
み
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

る
。ま
た
、い
じ
め
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
の
教

育
を
受
け
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
、

大
田
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、

特
に
い
じ
め
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
に

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、幼
児
教
育・

保
育
園
の
無
償
化
の
推
進
、保
育
園
等
の
確

保
、食
育
の
推
進
、ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就

労
支
援
、母
子・父
子
自
立
支
援
員
を
配
置

し
、ま
た
学
習
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
体
罰
、不
適
切
な
指
導
防
止
に
つ
い
て

は
、毎
年
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
に
合
わ
せ
て
、小・中
学
校
教
員
、保
育
士

な
ど
を
含
め
た
市
民
研
修
の
開
催
や
、保
護

者
向
け
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
部
活
・ス
ポ
少
指
導
者
に
お
い
て
は
、市

外
か
ら
経
験
豊
富
な
指
導
者
を
招
き
、講
習

会
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
育
成
講
座
等
を
開

催
し
て
い
る
。今
後
も
講
座
や
講
習
会
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
く
。

石
いし

田
だ

　洋
よう

治
じ

�議員
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.7.21 （6）おおだ市議会だより2022.7.21（7） おおだ市議会だより

大規模地震など
災害時における
非常用トイレの対応は

健康・衛生上、重要な課題
年次計画で整備

「小さな拠点づくり」の
成果と今後の施策は

地域に暮らす人が主人公、
その要望に支援を行う

公共施設
計画的維持管理を

公共施設適正化計画に基づき
取り組む

「部活動」
現状の課題と
　　今後の方向性は

休日の部活動
地域移行を検討

職
員
数
の
減
少
に
よ
り
、一
部
活
動
当
た
り

の
担
当
者
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
お
り
、職
員
負
担
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　「
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
」に
つ
い
て

は
、現
段
階
で
市
と
し
て
の
考
え
方
や
方
針

等
、示
せ
る
も
の
は
無
い
が
、地
域
移
行
は

目
前
に
迫
っ
て
お
り
、今
後
、国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、適
切
に
対
応
す
る
。ま
た
、

想
定
さ
れ
る
課
題
と
し
て
、指
導
者
の
確

保
、受
け
皿
、活
動
場
所
や
組
織
運
営
等
の

財
源
、保
護
者
負
担
等
の
問
題
が
あ
り
、こ

れ
ら
を
解
決
し
な
け
れ
ば
生
徒
及
び
関
係

者
の
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。

　
一
番
は
生
徒
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
あ

り
、こ
の
こ
と
を

基
本
に
据
え
、多

面
的
、中
長
期
的

な
視
点
を
持
っ

て
、今
後
関
係
者

と
議
論
を
深
め
た

い
。根冝

議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
飼
料
価
格
の
高
騰
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
中
学
校
の
部
活
動
は
、少
子

化
の
影
響
に
よ
り
生
徒
の
希
望

す
る
部
活
動
が
な
い
こ
と
や
、教
員
の
長

時
間
労
働
の
要
因
の
一
つ
な
ど
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

　
国
は
、持
続
可
能
な
部
活
動
と
教
員

の
負
担
軽
減
を
実
現
で
き
る
改
革
と
し

て「
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
」を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、大
田
市
と
し
て

の
考
え
や
、近
隣・市
内
で
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
の
現
状
、課
題
な
ど
を
伺
う
。

答
弁
　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ

い
て
は
、様
々
な
教
育
的
効
果
が

期
待
さ
れ
る
一
方
、生
徒
数
減
少
に
伴
う
部

活
動
数
の
減
少
や
長
時
間
労
働
へ
の
影
響

等
が
課
題
で
あ
る
。令
和
３
年
度
、教
職
員

ひ
と
月
の
平
均
時
間
外
勤
務
は
約
50
時
間
、

全
体
的
に
は
時
間
外
勤
務
は
減
っ
て
い
る
が

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

�議員

質
問
　
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、

停
電
を
は
じ
め
、給
水・汚
水
管

や
処
理
施
設
な
ど
が
損
傷
を
受
け
、水

洗
ト
イ
レ
は
使
用
で
き
な
く
な
る
。

　
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保
は
命
を
守

る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、人
と
し
て
の

尊
厳
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
、非
常
に
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
時
に
備
え
て
非
常
用
ト
イ

レ
の
備
蓄
、並
び
に
実
践
的
な
訓
練
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

答
弁
　
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
は
、健

康
管
理
、衛
生
対
策
上
重
要
な
課

題
で
あ
り
、平
時
よ
り
備
え
る
必
要
が
あ

る
。併
せ
て
、自
主
防
災
会
の
勉
強
会
や

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
引
き
続

き
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

　
市
で
は
地
震
時
の
避
難
者
を
、発
災
か
ら

３
日
間
で
最
大
４
千
人
と
し
、仮
設
ト
イ
レ

は
80
基
程
度
必
要
と
想
定
し
て
い
る
。防

災
計
画
で
は
、事
業
者
と
の
災
害
協
定
に
よ

り
、仮
設
ト
イ
レ
の
リ
ー
ス
、収
集
処
理
、

人
員
確
保
な
ど
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
が
、孤
立
す
る
地
域
で
は
、簡
易
ト
イ

レ
な
ど
の
市
の
備
蓄
に
加
え
、地
域
の
防
災

組
織
や
各
世
帯
で
の
自
主
的
な
対
応
で
の

協
力
を
考
え
て
い
る
。市
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、非
常
用
の
ボ
ッ
ク
ス
型
ト
イ
レ
や
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
を
、今
後
と
も
年
次
計
画
で
整

備
し
て
い
く
。

　
ま
た
、実
践
的
な
訓
練
は
今
後
、昨
年
度

オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
に
整
備
し
た
非
常
用

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ（
３
基
）を
活
用
し
た

設
置
訓
練
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

森
山
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
観
光
地
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

森
もり

山
やま

　幸
こう

太
た

�議員

▲部活動に取り組む生徒

▶�道の駅ごいせ仁摩に
整備されたマンホー
ルトイレ
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大規模地震など
災害時における
非常用トイレの対応は

健康・衛生上、重要な課題
年次計画で整備

「小さな拠点づくり」の
成果と今後の施策は

地域に暮らす人が主人公、
その要望に支援を行う

公共施設
計画的維持管理を

公共施設適正化計画に基づき
取り組む

「部活動」
現状の課題と
　　今後の方向性は

休日の部活動
地域移行を検討

職
員
数
の
減
少
に
よ
り
、一
部
活
動
当
た
り

の
担
当
者
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
お
り
、職
員
負
担
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　「
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
」に
つ
い
て

は
、現
段
階
で
市
と
し
て
の
考
え
方
や
方
針

等
、示
せ
る
も
の
は
無
い
が
、地
域
移
行
は

目
前
に
迫
っ
て
お
り
、今
後
、国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、適
切
に
対
応
す
る
。ま
た
、

想
定
さ
れ
る
課
題
と
し
て
、指
導
者
の
確

保
、受
け
皿
、活
動
場
所
や
組
織
運
営
等
の

財
源
、保
護
者
負
担
等
の
問
題
が
あ
り
、こ

れ
ら
を
解
決
し
な
け
れ
ば
生
徒
及
び
関
係

者
の
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。

　
一
番
は
生
徒
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
あ

り
、こ
の
こ
と
を

基
本
に
据
え
、多

面
的
、中
長
期
的

な
視
点
を
持
っ

て
、今
後
関
係
者

と
議
論
を
深
め
た

い
。根冝

議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
飼
料
価
格
の
高
騰
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、

公
共
施
設
は
市
民
の
財
産
で
あ

る
。少
し
で
も
長
く
使
え
る
よ
う
、老
朽

化
へ
の
対
応
や
耐
震
化
な
ど
、建
物
の
適

切
な
修
繕・改
修
が
求
め
ら
れ
る
。①
こ

れ
ま
で
の
公
共
施
設
の
維
持・管
理
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
、②
壊
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
修
繕
す
る
事
後
保
全
型
で
は

な
く
、計
画
的
維
持
管
理
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。③
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
を

耐
震
改
修
工
事
し
た
場
合
の
概
要
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
①
大
田
市
の
公
共
施
設
は
約

4
0
0
施
設
、面
積
に
す
る
と
延

べ
約
26
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、そ
の
う

ち
半
数
の
2
1
7
施
設
が
築
30
年
を
経
過

し
て
い
る
。各
施
設
に
お
け
る
保
守
点
検
業

務
を
含
め
た
日
常
の
維
持
管
理
は
各
担
当

部
署
ま
た
は
指
定
管
理
者
等
に
よ
り
適
正

に
行
っ
て
い
る
が
、計
画
的
な
修
理
や
改
修

を
行
う
予
防
保
全
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
平
成
28
年
3
月
に
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
、平
成
30
年
3
月
に
公
共
施
設
適
正
化

計
画
を
策
定
し
た
。各
施
設
の
方
針
決
定
を

早
期
に
行
う
と
と
も
に
、計
画
的
な
予
防
保

全
を
行
う
た
め
の
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り

の
検
討
や
実
施
を
す
る
こ
と
で
、適
正
な
維

持
管
理
を
行
う
よ
う
取
り
組
む
。

③
現
在
の
本
庁
舎
は
、建
物
の
耐
震
性
能
が

低
く
、震
度
6
以
上
の
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、建
物
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
て
い
る
。耐
震
改
修
工
事
を
行

う
場
合
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
法
を
用
い
て
試

算
を
す
る
と
、概
算
で
耐
震
改
修
工
事
が
約

18
億
円
、設
備
機
器
更
新
工
事
が
約
5
億

円
、合
計
約
23
億
円
が
見
込
ま
れ
る
が
、長

寿
命
化
対
策
工
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、建
物
の
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
、新

設
す
る
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

亀
谷
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

�議員

質
問
　
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
は
続

き
、全
国
市
町
村
の
7
割
が
転

出
超
過
で
過
疎・高
齢
化
は
一
段
と
進
行

し
て
い
る
。過
疎
法
適
用
の
当
市
で
も
平

成
の
大
合
併
後
、一
万
人
超
え
の
人
口
減

で
、65
歳
以
上
は
41
％
と
中
山
間
地
の
高

齢
化
と
無
人
家
屋
は
著
し
く
、危
機
的・

限
界
集
落
は
急
増
し
2
5
0
集
落
に
及

ん
で
お
り
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
か

ら
伺
う
。

　
今
日
ま
で
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能

を
中
心
地
に
集
約
す
る「
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
」を
目
指
さ
れ
て
い
た
が
、そ
の

成
果
を
尋
ね
る
と
と
も
に
危
機
的
・
限

界
集
落
で
住
み
続
け
ら
れ
る
施
策
を
伺

う
。

答
弁
　
地
域
に
暮
ら
す
人
が
地
域
課
題

や
そ
の
解
決
方
法
、取
り
組
み
な

ど
に
意
見
を
出
し
合
い
、共
有
し
、一
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
、持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。市
と
し
て

は
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
一
つ
の
地
域

と
し
て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
生
活
機

能
の
確
保
、生
活
交
通
の
確
保
、地
域
産
業

の
振
興
、定
住
対
策
の
促
進
の
4
つ
の
柱

で
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」で
は
、市
内
27

地
域
の
う
ち
、地
域
運
営
組
織
が
7
地
域
で

設
立
さ
れ
た
。生
活
交
通
の
確
保
に
運
行
事

業
者
と
し
て
3
地
区
、タ
ク
シ
ー
利
用
者
の

補
助
と
し
て
移
動
支
援
に
3
地
区
が
取
り

組
ん
で
い
る
。そ
の
他
に
も
観
光
資
源
や
地

元
産
材
料
を
用
い
た
加
工
品
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

地
域
に
暮
ら
す
人
が

主
人
公
で
あ
り
、そ
の

要
望
や
声
が
出
さ
れ

れ
ば
、行
政
と
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

�議員
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.7.21 （6）おおだ市議会だより2022.7.21（7） おおだ市議会だより

大規模地震など
災害時における
非常用トイレの対応は

健康・衛生上、重要な課題
年次計画で整備

「小さな拠点づくり」の
成果と今後の施策は

地域に暮らす人が主人公、
その要望に支援を行う

公共施設
計画的維持管理を

公共施設適正化計画に基づき
取り組む

「部活動」
現状の課題と
　　今後の方向性は

休日の部活動
地域移行を検討

職
員
数
の
減
少
に
よ
り
、一
部
活
動
当
た
り

の
担
当
者
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
お
り
、職
員
負
担
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　「
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
」に
つ
い
て

は
、現
段
階
で
市
と
し
て
の
考
え
方
や
方
針

等
、示
せ
る
も
の
は
無
い
が
、地
域
移
行
は

目
前
に
迫
っ
て
お
り
、今
後
、国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、適
切
に
対
応
す
る
。ま
た
、

想
定
さ
れ
る
課
題
と
し
て
、指
導
者
の
確

保
、受
け
皿
、活
動
場
所
や
組
織
運
営
等
の

財
源
、保
護
者
負
担
等
の
問
題
が
あ
り
、こ

れ
ら
を
解
決
し
な
け
れ
ば
生
徒
及
び
関
係

者
の
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。

　
一
番
は
生
徒
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
あ

り
、こ
の
こ
と
を

基
本
に
据
え
、多

面
的
、中
長
期
的

な
視
点
を
持
っ

て
、今
後
関
係
者

と
議
論
を
深
め
た

い
。根冝

議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
飼
料
価
格
の
高
騰
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、

公
共
施
設
は
市
民
の
財
産
で
あ

る
。少
し
で
も
長
く
使
え
る
よ
う
、老
朽

化
へ
の
対
応
や
耐
震
化
な
ど
、建
物
の
適

切
な
修
繕・改
修
が
求
め
ら
れ
る
。①
こ

れ
ま
で
の
公
共
施
設
の
維
持・管
理
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
、②
壊
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
修
繕
す
る
事
後
保
全
型
で
は

な
く
、計
画
的
維
持
管
理
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。③
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
を

耐
震
改
修
工
事
し
た
場
合
の
概
要
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
①
大
田
市
の
公
共
施
設
は
約

4
0
0
施
設
、面
積
に
す
る
と
延

べ
約
26
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、そ
の
う

ち
半
数
の
2
1
7
施
設
が
築
30
年
を
経
過

し
て
い
る
。各
施
設
に
お
け
る
保
守
点
検
業

務
を
含
め
た
日
常
の
維
持
管
理
は
各
担
当

部
署
ま
た
は
指
定
管
理
者
等
に
よ
り
適
正

に
行
っ
て
い
る
が
、計
画
的
な
修
理
や
改
修

を
行
う
予
防
保
全
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
平
成
28
年
3
月
に
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
、平
成
30
年
3
月
に
公
共
施
設
適
正
化

計
画
を
策
定
し
た
。各
施
設
の
方
針
決
定
を

早
期
に
行
う
と
と
も
に
、計
画
的
な
予
防
保

全
を
行
う
た
め
の
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り

の
検
討
や
実
施
を
す
る
こ
と
で
、適
正
な
維

持
管
理
を
行
う
よ
う
取
り
組
む
。

③
現
在
の
本
庁
舎
は
、建
物
の
耐
震
性
能
が

低
く
、震
度
6
以
上
の
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、建
物
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
て
い
る
。耐
震
改
修
工
事
を
行

う
場
合
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
法
を
用
い
て
試

算
を
す
る
と
、概
算
で
耐
震
改
修
工
事
が
約

18
億
円
、設
備
機
器
更
新
工
事
が
約
5
億

円
、合
計
約
23
億
円
が
見
込
ま
れ
る
が
、長

寿
命
化
対
策
工
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、建
物
の
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
、新

設
す
る
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

亀
谷
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

�議員

質
問
　
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
は
続

き
、全
国
市
町
村
の
7
割
が
転

出
超
過
で
過
疎・高
齢
化
は
一
段
と
進
行

し
て
い
る
。過
疎
法
適
用
の
当
市
で
も
平

成
の
大
合
併
後
、一
万
人
超
え
の
人
口
減

で
、65
歳
以
上
は
41
％
と
中
山
間
地
の
高

齢
化
と
無
人
家
屋
は
著
し
く
、危
機
的・

限
界
集
落
は
急
増
し
2
5
0
集
落
に
及

ん
で
お
り
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
か

ら
伺
う
。

　
今
日
ま
で
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能

を
中
心
地
に
集
約
す
る「
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
」を
目
指
さ
れ
て
い
た
が
、そ
の

成
果
を
尋
ね
る
と
と
も
に
危
機
的
・
限

界
集
落
で
住
み
続
け
ら
れ
る
施
策
を
伺

う
。

答
弁
　
地
域
に
暮
ら
す
人
が
地
域
課
題

や
そ
の
解
決
方
法
、取
り
組
み
な

ど
に
意
見
を
出
し
合
い
、共
有
し
、一
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
、持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。市
と
し
て

は
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
一
つ
の
地
域

と
し
て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
生
活
機

能
の
確
保
、生
活
交
通
の
確
保
、地
域
産
業

の
振
興
、定
住
対
策
の
促
進
の
4
つ
の
柱

で
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」で
は
、市
内
27

地
域
の
う
ち
、地
域
運
営
組
織
が
7
地
域
で

設
立
さ
れ
た
。生
活
交
通
の
確
保
に
運
行
事

業
者
と
し
て
3
地
区
、タ
ク
シ
ー
利
用
者
の

補
助
と
し
て
移
動
支
援
に
3
地
区
が
取
り

組
ん
で
い
る
。そ
の
他
に
も
観
光
資
源
や
地

元
産
材
料
を
用
い
た
加
工
品
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

地
域
に
暮
ら
す
人
が

主
人
公
で
あ
り
、そ
の

要
望
や
声
が
出
さ
れ

れ
ば
、行
政
と
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

�議員
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.7.21 （8）おおだ市議会だより2022.7.21（9） おおだ市議会だより

都市計画税の不公平な
課税の是正について

大田市の空き家対策はＬＥＤ防犯灯への
補助の復活を

当面は現状のまま
将来は税制見直しが必要

今後の
「まちづくり事業」の

進め方は

市民との話し合いを行い、
地域にあったまちづくりを
進める

現状で御理解いただきたい 中心市街地の活性化に向け
空き不動産の利用促進を図る

質
問
　
平
成
26
年
に「
空
き
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」が
公
布
さ
れ
、大
田
市
も
こ
れ
に
基

づ
き
令
和
元
年
か
ら
8
年
間
大
田
市
空

き
家
等
対
策
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。大

田
市
も
年
々
空
き
家
が
増
え
て
い
る
状

況
で
あ
り
、今
後
も
人
口
減
少
に
伴
い
増

加
傾
向
が
予
想
さ
れ
、特
に
危
険
家
屋
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、大
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
の
区
域
内
の
空
き
家・空
き
店
舗
の

対
応
を
伺
う
。

答
弁
　
現
在
の
対
策
と
し
て
は
、市
民

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
空
き
家
に
つ

い
て
、現
地
で
不
良
度
と
周
辺
住
環
境
に
及

ぼ
す
危
険
度
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、不
良

度
が
高
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
所
有
者
等
へ

文
書
に
て
適
正
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
ま
た
、道
路
の
安
全
な
通
行
等
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、道
路
管
理

者
や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
に
連
絡
し
、安

全
対
策
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
大
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
長
期
計
画

に
お
け
る
空
き
家・空
き
店
舗
の
所
有
者
等

の
把
握
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度
に
駅
通

り
周
辺
の
外
観
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
、空

き
店
舗
の
状
況
把
握
を
行
っ
た
が
、所
有
者

等
の
詳
細
な
情
報
ま
で
は
確
認
し
て
い
な

い
。今
年
度
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
、ま
ず
は
現
状
を
把
握
す
べ
く
区
域
内
の

空
き
不
動
産
調
査
を
実
施
し
、利
用
促
進
を

図
り
た
い
。

柿
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

�議員

質
問
　
現
在
、大
田
市
で
は
、国
道
9

号
線
を
中
心
と
し
た
市
内
広
範

囲
が
都
市
計
画
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、都
市
計
画
税
が
賦

課・徴
収
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、大
田
町
、

久
手
町
、長
久
町
の
一
部
の
範
囲
で
あ

り
、著
し
く
公
平
性
に
欠
け
る
制
度
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
不
公
平
な
課
税
の
状
況
の
制
度

に
つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、併
せ
て
、い
つ
ま
で
続
け
る
つ

も
り
な
の
か
、所
見
を
伺
う
。

答
弁
　
都
市
計
画
税
は
、都
市
計
画
事

業
、又
は
土
地
区
画
整
理
事
業
の

費
用
に
充
て
る
た
め
、都
市
計
画
区
域
内
の

土
地
、及
び
家
屋
に
課
税
す
る
目
的
税
で
あ

る
。

　
当
市
で
の
課
税
は
、昭
和
32
年
よ
り
導
入

さ
れ
、昭
和
48
年
の
区
域
改
正
で
大
田
、長

久
、久
手
の
用
途
地
域
及
び
臨
港
区
域
が
課

税
区
域
と
さ
れ
て
お
り
、市
町
合
併
以
降
も

引
き
継
が
れ
た
。

　
そ
の
後
の
平
成
26
年
に
、土
地
利
用
形
態

の
対
応
の
た
め
、長
久
、久
手
及
び
久
手
臨

港
地
区
の
一
部
で
用
途
地
域
の
拡
大
が
図

ら
れ
た
が
、追
加
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
住
民
負
担
の
軽
減
を
見
据
え
、課
税

し
な
い
こ
と
と
決
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
課
税
区
域
で
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
取

り
組
み
は
、街
路
、駅
西
側
区
画
整
理
、公

園
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、

今
後
、当
面
は
大
田
・久
手
の
下
水
道
事
業

を
は
じ
め
、駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の

財
源
に
充
当
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
が
一
段
落
す
る
状
況
に

な
れ
ば
、何
ら
か
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
の
で
、将
来
的
な
都
市

計
画
関
連
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
財
政

見
通
し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、今
後
の
都
市
計

画
税
の
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

柿
かき

田
だ

　賢
けん

次
じ

�議員
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.7.21 （8）おおだ市議会だより2022.7.21（9） おおだ市議会だより

都市計画税の不公平な
課税の是正について

大田市の空き家対策はＬＥＤ防犯灯への
補助の復活を

当面は現状のまま
将来は税制見直しが必要

今後の
「まちづくり事業」の

進め方は

市民との話し合いを行い、
地域にあったまちづくりを
進める

現状で御理解いただきたい 中心市街地の活性化に向け
空き不動産の利用促進を図る

質
問
　
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
、過

疎
化
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
コ

ロ
ナ
禍
で
、ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
お
り
、こ
れ
ら
に
効
果

的
に
対
応
す
る
た
め
に
は
地
域
力
を
生

か
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
図
る
こ

と
が
今
後
、一
層
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
伺
う
。

答
弁
　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
地

域
に
お
い
て
、い
か
に
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
く

か
、地
域
活
動
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
、大
き
な
課
題
と
し
て
受

け
止
め
て
い
る
。

　
第
2
次
大
田
市
総
合
計
画
の
基
本
計

画
に
お
い
て
も
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
ー
協
働・共
創
に
よ
り〝
持
続
可
能
な
ま

ち
〟を
つ
く
る
ー
」と
し
て
、そ
の
展
開
方
法

に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。今
年
度
に
予
定
し

て
い
る
第
2
次
大
田
市
総
合
計
画（
後
期
計

画
）の
策
定
に
当
た
り
、市
民
と
の
話
し
合

い
を
行
い
な
が
ら
、引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

�議員

質
問
　
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
防

犯
灯
に
つ
い
て
、蛍
光
灯
が
破

損
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
取
り
替
え
る
際
、今
ま
で

設
置
費
用
へ
の
補
助
が
あ
っ
た
が
、令
和

3
年
度
に
廃
止
さ
れ
た
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
時
代

の
流
れ
で
あ
り
、市
は
、地
球
温
暖
化
対

策
実
施
計
画
を
推
進
す
る
立
場
で
あ

り
、困
っ
て
い
る
自
治
会
に
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。補
助
制
度
の

復
活
と
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
防
犯
灯
は
通
学
路
や
生
活
道
路

に
お
い
て
、夜
間
の
安
全・安
心
の

確
保
、犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し

て
お
り
、大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。大
田
市
で
は
、平
成
21
年
度
か
ら
補
助

制
度
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、現
在
は

維
持
管
理
費
が
増
大
し
て
お
り
、自
治
会
、

ま
た
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　
自
治
会
が
設
置
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

整
備
に
つ
い
て
は
、令
和
2
年
度
ま
で
は
新

設
、更
新
、破
損
に
係
る
経
費
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
、維
持
管
理
費
は
設

置
し
た
自
治
会
で
負
担
を
お
願
い
を
し
て

い
た
が
、令
和
3
年
度
か
ら
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
の
新
規
設
置
の
み
補
助
対
象
と
し
て
い

る
。

　
新
規
、更
新
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
補

助
対
象
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、維
持

管
理
費

な
ど
が

増
大
し

て
い
る

状
況
で

あ
り
、

現
状
で

御
理
解

を
い
た

だ
き
た

い
。宮脇

議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

宮
みや

脇
わき

　康
やす

郎
ろう

�議員

▲地域ぐるみで歩道の草刈作業

▲通学路や生活道路に必要不可欠な防犯灯
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2022.7.21 （10）おおだ市議会だより2022.7.21（11）おおだ市議会だより

夕市の復活へ大田市が
積極的に取り組むべき

「旧大代小学校の活用」
その方向性は

夕市の復活はＪＦしまねの
経営・運営方針の問題

市有財産の有効な利活用に
ついて今後検討を開始する

等
、校
舎
、体
育
館
合
わ
せ
て
約
91
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

②
校
舎
に
つ
い
て
は
遺
跡
調
査
に
よ
る
出

土
品
や
寄
贈
さ
れ
た
民
具
の
一
時
保
管
場

所
と
し
て
、ま
た
選
挙
の
投
票
所
と
し
て
使

用
し
て
お
り
、体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

地
域
で
利
用
し
て
い
る
。

③
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
法

が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
た
め
、市
有
財
産
処

分
利
活
用
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、学
校

目
的
以
外
の
行
政
目
的
で
利
用
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
検
討・確
認
し
、次
に
、地
域
住

民
、市
内
公
共
的
団
体
、そ
の
他
市
内
企
業

や
法
人
が
地
域
振
興
の
た
め
に
活
用
す
る

可
能
性
が

な
い
か
を

検
討
。こ
れ

ら
の
活
用

が
見
い
だ

せ
な
け
れ

ば
、最
終
的

に
は
広
く

一
般
公
募

す
る
。

清
し

水
みず

　好
このむ

�議員

質
問
　
事
務
局
を
商
工
会
議
所
に
お

い
た
官
民
協
働
の
推
進
協
議
会

が
発
足
し
、1
千
万
円
以
上
の
公
金
の

投
入
と
約
10
年
か
け
た
努
力
が
積
み
重

ね
ら
れ
、最
後
は
総
理
大
臣
官
邸
で
表
彰

ま
で
受
け
た
大
田
市
に
と
っ
て
は
稀
有

な
ブ
ラ
ン
ド
化
達
成
の
成
功
例
が
、夕
市

セ
ッ
ト
の「
一
日
漁
」で
あ
る
。大
田
市

の
宝
の
一
つ
で
あ
る
夕
方
の
競
り
の
復

活
に
、他
人
事
と
決
め
込
む
の
で
は
な

く
、積
極
的
、主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。

答
弁
　
夕
市
に
つ
い
て
は
、令
和
2
年
9

月
1
日
よ
り
朝
市
に
一
本
化
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
は
平
成
25
年
か
ら
の
検
討
事

項
で
、Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
は
様
々
な
機
関
会
議
を

経
て
、令
和
2
年
6
月
の
理
事
会
、通
常
総

代
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
て

い
る
。

　
ま
た
、大
田
市
に
対
し
、令
和
2
年
6
月

26
日
に
関
係
者
の
方
々
か
ら
署
名
を
添
え

た
陳
情
を
受
け
、大
田
市
と
し
て
令
和
2
年

7
月
20
日
、Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
監
督
官
庁
で
あ

る
島
根
県
に
対
し
、可
能
で
あ
れ
ば
夕
市
が

継
続
と
な
る
よ
う
要
請
を
し
た
。

　
引
き
続
き
関
係
者
と
共
に
大
あ
な
ご
等

も
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、夕
市
の

復
活
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
経
営・運

営
方
針
の
問
題
で
あ
り
、市
と
し
て
関
与
で

き
る
立
場
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
御
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう

�議員

質
問
　
旧
大
代
小
学
校
は
自
然
と
共

に
体
育
館
、グ
ラ
ン
ド
な
ど
も

充
実
し
て
い
る
。し
か
し
、校
舎
が
長
年

放
置
さ
れ
て
お
り
、こ
の
ま
ま
で
は
建
物

が
傷
ん
で
い
く
ば
か
り
で
あ
る
。ま
た
山

間
部
に
あ
り
、企
業
の
進
出
な
ど
は
大
変

難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、官
民
一
体
と

な
っ
て
探
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。以

下
3
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
い
つ
か
ら
使
わ
れ
て
い
な
い
の
か
、ま

た
、年
間
の
維
持
費
は
い
く
ら
か
。

②
今
ま
で
使
わ
れ
た
事
は
あ
っ
た
の
か
。

③
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
。

答
弁
①
旧
大
代
小
学
校
は
、現
在
の
高

山
小
学
校
に
統
合
し
た
平
成
24
年

4
月
か
ら
、学
校
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。年
間
の
維
持
費
は
、光
熱
水
費
、電
気

設
備
点
検
、汚
水
処
理
施
設
管
理
の
委
託
料

▲旧大代小学校

▲大田市の「一日漁」をPR
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　大田市役所に在職中、多くの
皆さんから「大田を変えたい、
変わって欲しい」と聞き、自分
なら皆さんが少し笑顔になれ
る大田市を作るお手伝いがで
きるのではないかと思い大田
市議会議員を目指しました。4
年後の大田市は「最近少し大田
市良くなってきたよね」と市民
の皆さんが口にしてくれる街
になっていると思いま
す。

伊藤康浩副委員長
（大田町出身） 　長年お世話になった地域に恩返しする

つもりで議員になり8年目、あだ名は「ま
ぐろ」で、常に動いていないと死んでしま
います。将来のことは分かりませんが、常
に周りを見ながら、将来を見据えた判断
をするには、常に市民の声に耳を傾け、智
恵や汗をかく努力を惜しんではいけない

と思います。

　大田市が自立した経営をす
るためには、自立の仕組みづ
くりや、人づくり、地域づくり
が必要となり、民間経営管理
手法等を導入して、行政改革、
職員の意識改革に取り組ん
でいく考えです。子ども
達が希望に燃えて、みん
なで明るい市民生活が
できる魅力あるまち
大田。

石橋秀利委員
（仁摩町出身）

　補欠選挙により既に町議をし
ていました。市議会議員に出ると
きは落選も仕方ないと思い立候
補しました。当選したら、大田市
議として付託される事案に取り
組むとともに、地域を良くするた
めに活動する決意を持っていま
した。４年後の大田市の未来像
は、それぞれ地域の人口減少にブ
レーキがかかると嬉しい。 地場産
業に就職してもらえる若者が増
えてほしい。

　議員を目指した理由は、街づ
くりと産業振興に関心があり、
併せて故郷の魅力に気付き自分
に出来る事は何か、と考えたか
ら。4年後の大田市は交通イン
フラが整いコロナも乗り越え、
魅力が全国に発信され多くの人
が訪れる場所となっている。交
流人口が現在より何倍も増えて
いる。

　県議の経験を活かして市議会
の活性化をはかり、市政の前進に
寄与せよ、という市民の後押しを
受けて決意しました。これまでの
6年間は新たな修行の場と心得、
全身全霊を込めて二元代表制の
一翼を担う覚悟です。
　4年後の大田市は、女性が今よ
り半歩でも前へ出て、また輝ける
ような社会に近づいていること
です。そうなれば自然と大田市の
未来が拓けると確信します。

インタビューコーナー
～総務教育委員会編～

河村賢治委員
（温泉津町出身）

和田章一郎委員
（久手町出身）

小林　太委員
（温泉津町出身）

胡摩田弘孝委員長
（久利町出身）

　４月から新体制がスタートしました。議員全員が熱い想いを胸に市議会議員を志し、
市民の皆さまとともに大田市の発展に向けて、取り組んでいきたいと考えています。
そこで、議員を目指した理由と、大田市の未来像について聞いてみました！第１回目は
総務教育委員会です。

伊藤康浩

小林　太

胡摩田弘孝 石橋秀利

和田章一郎

河村賢治

議員を目指した理由と
        ４年後の大田市の未来像は何ですか？

質問！
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5/25
全国市議会議長会
第98回定期総会（議長）

可燃ごみ共同処理施設竣工式
（正副議長、民生委員会委員長）

5/236/30 7/6 大田市重点要望（議長）
（5/23島根県庁、6/30松江国道事務所、
 7/6浜田河川国道事務所、中国地方整備局）
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議
会
だ
よ
り
の
表
紙
は
富

山
町
の
写
真
で
す
。撮
影
し

た
日
は
と
て
も
天
気
が
良

く
、
心
ま
で
晴
れ
や
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

一
方
で
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
が
始
ま
っ
て
数

か
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば

こ
の
豊
か
な
田
園
風
景
も

あ
っ
と
い
う
間
に
失
わ
れ
て

し
ま
う
の
だ
と
、
そ
の
恐
ろ

し
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。一

日
も
早
い
終
結
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数

は
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら

推
移
し
て
い
ま
す
。６
月
議

会
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
予
算

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、ま
だ

ま
だ
長
期
的
な
対
策
が
必
要

で
す
。
引
き
続
き
、コ
ロ
ナ
終

息
に
向
け
、
予
防
対
策
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
亀
谷
優
子
）

委
員
長 

塩
谷
　裕
志

副
委
員
長 

亀
谷
　優
子

委
　員 

石
田
　洋
治

委
　員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　員 

宮
脇
　康
郎

委
　員 

柿
田
　賢
次

委
　員 

伊
藤
　康
浩

広
報
広
聴
委
員

編
集
後
記

編
集
後
記

全国市議会議長会表彰

月森和弘 　（議員20年以上特別表彰）
大西　修 　（議員20年以上特別表彰）

中国市議会議長会表彰

清水　勝　（議員36年以上特別表彰）
石橋秀利　（議員32年以上特別表彰）
月森和弘　（議員20年以上特別表彰）
大西　修　（議員20年以上特別表彰）
林　茂樹　（議員20年以上特別表彰）
小林　太　（議員16年以上特別表彰）
松村信之　（議員16年以上特別表彰）
小川和也　（議員12年以上特別表彰）
森山明弘　（議員8年以上普通表彰）
胡摩田弘孝（議員8年以上普通表彰）
森山幸太　（議員8年以上普通表彰）

　全国市議会議長会及び中国市議会議長
会より、8名の議員と、3名の前議員が永年
の地方自治に貢献した功績により表彰さ
れました。
　6月定例会の初日に本会議場において、
議長より表彰状及び記念品の伝達を行い
ました。

永年勤続議員表彰永年勤続議員表彰


